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電源立地地域対策交付金を活用しました
　電源立地地域対策交付金は、発電用施設の設置と運転を円滑に行うため、発電用施設の周辺自治体が

行う公共用施設の整備や地域住民の福祉の向上を図ることを目

的に自治体に交付されるものです。

　安平町では、南早来発電所の所在町及び苫東厚真発電所の周辺

町として、平成２５年度は７，９５５千円の電源立地地域対策交付金

を受け、小中学校及び給食センターの燃料費として使用しました。

（問合せ　企画財政課企画グループ緯影２７５１）
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迫
力
あ
る
歌
声
に

　
２
月
　
日
、
追
分
公
民
館
で
夜

２１

の
マ
チ
ネ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ

ま
し
た
。
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ

「
じ
ゃ
ー
ん
ず
」
の
元
メ
ン
バ
ー

と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
ソ
ロ
活

動
を
開
始
し
た
三
浦
タ
カ
さ
ん
と
、

追
分
中
学
校
教
諭
 森
 晴
香
さ
ん

が
出
演
。
同
郷
だ
と
い
う
二
人
が
、

安
平
町
で
念
願
の
初
コ
ラ
ボ
を
実

現
さ
せ
ま
し
た
。

　
三
浦
さ
ん
は
、
伸
び
の
あ
る
歌

声
で
Ｊ
ポ
ッ
プ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

な
ど
８
曲
を
熱
唱
、
約
　
人
の
観

９０

客
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

協
力
の
絆
を
深
め
る

　
２
月
　
日
、
２
０
１
４
年
あ
び

２２

ら
女
性
の
集
い
が
町
民
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
集
い
で
は
、
駒
澤
大
学
附
属
苫

小
牧
高
等
学
校
吹
奏
楽
局
の
迫
力

あ
る
演
奏
や
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
坪
谷

菜
穂
子
氏
に
よ
る
講
演
が
実
施
さ

れ
、
会
場
に
足
を
運
ん
だ
多
く
の

町
民
が
演
奏
や
講
演
を
楽
し
ん
だ

ほ
か
、
昼
食
後
に
は
友
愛
セ
ー
ル

が
行
わ
れ
、
お
目
当
て
の
品
を
探

し
求
め
る
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

北
海
道
の
明
日
を
創
る

　
２
月
　
日
、
安
平
町
誘
致
企
業

２５

会
に
よ
る
経
済
セ
ミ
ナ
ー
が
追
分

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
ソ
チ
五
輪
ス
キ
ー

ジ
ャ
ン
プ
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
、

葛
西
紀
明
選
手
が
所
属
す
る
グ

ル
ー
プ
の
株
式
会
社
土
屋
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
会
長
土
屋
公

三
氏
に
よ
る
講
演
。
町
内
外
か
ら

１
３
０
名
ほ
ど
の
来
場
者
が
足
を

運
ぶ
大
盛
況
と
な
り
、
セ
ミ
ナ
ー

後
の
交
流
会
で
は
、
安
平
町
の
特

産
品
が
数
多
く
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。

合
格
を
祝
し
て

　
２
月
　
日
、
安
平
町
か
ら
自
衛

２２

隊
へ
の
入
隊
が
決
定
し
た
６
名
の

入
隊
予
定
者
激
励
会
が
レ
ス
ト
ラ

ン
渡
辺
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
激
励
会
は
、
来
賓
に
よ
る
祝
辞

や
北
海
道
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
放
映
さ
れ
る
な
ど
和
や
か
な

雰
囲
気
で
進
行
。

　
入
隊
予
定
者
の
代
表
挨
拶
で
は

「
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え
て
、

立
派
な
自
衛
官
に
な
り
た
い
」
と

強
い
気
持
ち
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。


